
 
 
 
 
 
 第 １ 予 想 第 ２ 予 想 第 ３ 予 想 

第 １ 問 仕訳問題 

 

仕訳問題 仕訳問題 

第 ２ 問 特殊商品売買 社債の勘定記入 特殊仕訳帳 

的中 

  
商 
業 
簿 
記 第 ３ 問 財務諸表の作成 

          

勘定残高→ 

決算整理後 

残高試算表作成 

本支店会計 

的中 

第 ４ 問 仕訳問題 労務費に関する問題 個別原価計算 

第５問で的中 

工 

業 

簿 

記 
第 ５ 問 総合原価計算 

第４問で的中 

直接原価計算 標準原価計算 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 第 1 問の３、第 2問を除いては割とオーソドックスな出題であったと思います。 

 

第 2 問は、特殊仕訳帳だけではなく、答案用紙の残高欄・合計欄についても細心の注意を 

払う必要があり、何をするのか把握するまでにまず時間がかかり、また解くのにも予想外に 

時間がかかる要注意問題です。 

 

今回工業簿記が全体的にとても解き易い問題であったことから、先に工業簿記や第 3問を 

かたづけ、第 2問を後回しにするのが合格への近道です。 

 

また、第 3問の本支店会計では、期首・期末商品の内部利益を求める際に、過去に出題 

された問題と若干の表現のちがいが見られますので、落ち着いて探し、求めることが必要です。

 

合格ラインに達するには、第 1問で 12 点、第 2問で８～10 点、第 3問で 14～16 点、 

第 4 問と第 5問で 36 点を確保したいところです。 
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